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１．路線の状況（紀伊半島アンカールート）１．路線の状況（紀伊半島アンカールート）１．路線の状況（紀伊半島アンカールート）１．路線の状況（紀伊半島アンカールート）

大規模災害に備えた道路ネットワーク

◆一般国道１６８号五條新宮道路は、紀伊半島アンカールートの一部を形成

◆南海トラフ巨大地震等の広域的な大規模災害が発生した場合、救命・救急活動や

物資輸送等の緊急輸送道路

奈良県立医大
和歌山県立医大和歌山医療センター

南和歌山医療センター
五條五條五條五條新宮道路新宮道路新宮道路新宮道路

川津道路川津道路川津道路川津道路

かわつかわつかわつかわつ

紀伊半島アンカールート紀伊半島アンカールート紀伊半島アンカールート紀伊半島アンカールート

紀伊半島の大規模災害に備え、

紀伊半島アンカールートの早期確保

一般国道168号五條新宮道路

（地域高規格道路）の早期整備



一般国道一般国道一般国道一般国道１６８号は、和歌山県新宮市を起点１６８号は、和歌山県新宮市を起点１６８号は、和歌山県新宮市を起点１６８号は、和歌山県新宮市を起点とし、とし、とし、とし、

大阪府枚方市に至る延長約大阪府枚方市に至る延長約大阪府枚方市に至る延長約大阪府枚方市に至る延長約１８０ｋｍ１８０ｋｍ１８０ｋｍ１８０ｋｍ（奈良県域約（奈良県域約（奈良県域約（奈良県域約

１２２ｋｍ１２２ｋｍ１２２ｋｍ１２２ｋｍ）の主要幹線道路）の主要幹線道路）の主要幹線道路）の主要幹線道路

北・中和地域においては北・中和地域においては北・中和地域においては北・中和地域においては、第二阪奈道路や西名、第二阪奈道路や西名、第二阪奈道路や西名、第二阪奈道路や西名阪阪阪阪

自動自動自動自動車道、中和幹線、南阪奈道路など車道、中和幹線、南阪奈道路など車道、中和幹線、南阪奈道路など車道、中和幹線、南阪奈道路など東西交流軸東西交流軸東西交流軸東西交流軸

と接続する道路であり、日常生活や産業活動を支と接続する道路であり、日常生活や産業活動を支と接続する道路であり、日常生活や産業活動を支と接続する道路であり、日常生活や産業活動を支

えるうえで欠くことえるうえで欠くことえるうえで欠くことえるうえで欠くことのできないのできないのできないのできない道路道路道路道路

一般国道１６８号一般国道１６８号一般国道１６８号一般国道１６８号

川津道路川津道路川津道路川津道路

南和地域においては、世界遺産をはじめとした南和地域においては、世界遺産をはじめとした南和地域においては、世界遺産をはじめとした南和地域においては、世界遺産をはじめとした観観観観

光や林業等の地域光や林業等の地域光や林業等の地域光や林業等の地域産業の産業の産業の産業の振興、災害時には地域振興、災害時には地域振興、災害時には地域振興、災害時には地域

のののの孤立を防ぎ緊急輸送道路として物資輸送や緊急孤立を防ぎ緊急輸送道路として物資輸送や緊急孤立を防ぎ緊急輸送道路として物資輸送や緊急孤立を防ぎ緊急輸送道路として物資輸送や緊急

救助活動を支援し、災害救助活動を支援し、災害救助活動を支援し、災害救助活動を支援し、災害に強い紀伊半島をに強い紀伊半島をに強い紀伊半島をに強い紀伊半島を実現す実現す実現す実現す

る道路る道路る道路る道路

１．路線の状況（県内の一般国道１６８号）１．路線の状況（県内の一般国道１６８号）１．路線の状況（県内の一般国道１６８号）１．路線の状況（県内の一般国道１６８号）
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かわつかわつかわつかわつ

大阪府枚方市

和歌山県新宮市

西名阪自動車道南阪奈道路 中和幹線第二阪奈道路



◆一般国道◆一般国道◆一般国道◆一般国道１６８１６８１６８１６８号「五條号「五條号「五條号「五條新宮新宮新宮新宮道路」（地域高規格道路）の道路」（地域高規格道路）の道路」（地域高規格道路）の道路」（地域高規格道路）の着手着手着手着手状況状況状況状況

１．路線の状況（地域高規格道路の着手状況）１．路線の状況（地域高規格道路の着手状況）１．路線の状況（地域高規格道路の着手状況）１．路線の状況（地域高規格道路の着手状況）

◆一般国道１６８号「五條新宮道路」は地域◆一般国道１６８号「五條新宮道路」は地域◆一般国道１６８号「五條新宮道路」は地域◆一般国道１６８号「五條新宮道路」は地域高規格道路として規格の高い高規格道路として規格の高い高規格道路として規格の高い高規格道路として規格の高い道路道路道路道路を整備を整備を整備を整備

・直轄権限代行3工区15.3kmと奈良県3工区8.7kmを整備

・川津道路は県事業区間の3.2km
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N

和歌山県新宮市
十津川村

五條市（七色工区）
L=1.7km

H17.3供用 川津道路川津道路川津道路川津道路

（県）（県）（県）（県）

辻堂ＢＰ辻堂ＢＰ辻堂ＢＰ辻堂ＢＰ

（県）（県）（県）（県）

十津川道路

（国）

長殿道路

（国）

L=2.6kmL=6km L=3.2km L=4.1km

L=1.4km

L=6.7km

風屋川津・宇宮原工区

（国）

阪本工区阪本工区阪本工区阪本工区

（県）（県）（県）（県）

宇宮原バイパス
H19.3  供用
L=1.8km

道の駅道の駅道の駅道の駅吉野路大塔吉野路大塔吉野路大塔吉野路大塔道の駅道の駅道の駅道の駅十津川郷十津川郷十津川郷十津川郷 地域高規格道路（整備済）地域高規格道路（事業中）２車線整備済 L= 9.0kmL=58.8km奈良県 ３工区 L=  8.7km国土交通省（権限代行） ３工区 L=15.3km

H22.3 供用
L=0.7km

H21.7 供用
L=0.3km

L=0.2km

H20.3 供用
L=4.3km

供用H23.9

区間延長 L=86.8km

事業区間L=24.0kmのうちL=18.5km未整備 L=  0.5km
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２．川津道路の事業の概要２．川津道路の事業の概要２．川津道路の事業の概要２．川津道路の事業の概要

： 一般国道１６８号

： 川津道路

： 自）奈良県吉野郡十津川村川津

： 至）奈良県吉野郡十津川村上野地

： Ｌ=３．２ｋｍ

： 第３種第２級

： Ｖ=６０ｋｍ／ｈ

： ２車線

： Ｗ＝８．５ｍ

： 平成１７年度

： 約８６億円

路 線 名

工 区 名

事 業 区 間

計 画 延 長

構 造 規 格

設 計 速 度

車 線 数

道 路 幅 員

事業化年度

全体事業費

◆川津道路◆川津道路◆川津道路◆川津道路 事業概要事業概要事業概要事業概要



供用済区間供用済区間供用済区間供用済区間

ＬＬＬＬ＝１，０００ｍ＝１，０００ｍ＝１，０００ｍ＝１，０００ｍ

事業中区間事業中区間事業中区間事業中区間

ＬＬＬＬ＝２，２００ｍ＝２，２００ｍ＝２，２００ｍ＝２，２００ｍ

終
点
：
十
津
川
村
上
野
地

高津トンネル高津トンネル高津トンネル高津トンネル
L = 45.0m

２．川津道路事業２．川津道路事業２．川津道路事業２．川津道路事業の概要（計画平面図）の概要（計画平面図）の概要（計画平面図）の概要（計画平面図）

凡凡凡凡 例例例例供用済事業中

国王トンネル国王トンネル国王トンネル国王トンネル
L = 367.0m河津大橋河津大橋河津大橋河津大橋

L = 270.9m
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川津道路川津道路川津道路川津道路

かわつかわつかわつかわつ
計画延長計画延長計画延長計画延長

Ｌ＝３，２００ｍＬ＝３，２００ｍＬ＝３，２００ｍＬ＝３，２００ｍ

起
点
：
十
津
川
村
川
津

L = 1,100m

国王神社



現況現況現況現況

5.00

２．川津道路事業２．川津道路事業２．川津道路事業２．川津道路事業の概要（の概要（の概要（の概要（計画計画計画計画断面図）断面図）断面図）断面図）
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計画断面図計画断面図計画断面図計画断面図

8.50

3.50 3.50 0.750.75



○地域高規格道路として整備した十津川○地域高規格道路として整備した十津川○地域高規格道路として整備した十津川○地域高規格道路として整備した十津川道路は道路は道路は道路は、紀伊半島大水害時、紀伊半島大水害時、紀伊半島大水害時、紀伊半島大水害時（（（（H23.9)H23.9)H23.9)H23.9)もももも

被災することなく被災することなく被災することなく被災することなく「命の道」「命の道」「命の道」「命の道」として機能を発揮として機能を発揮として機能を発揮として機能を発揮

現道は大きく被災し通行不可、高規格の十津川道路は被害高規格の十津川道路は被害高規格の十津川道路は被害高規格の十津川道路は被害なしなしなしなし

３３３３．．．．事業事業事業事業の必要性等に関する視点の必要性等に関する視点の必要性等に関する視点の必要性等に関する視点
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１）事業の整備効果

被害がなかった十津川道路

十津川村長の発言

（H23.9.10共同インタビュー）村は1年のうち、トータルで約1ヶ月に相当する日数が雨量規制等で通行止めとなります。小原～折立間、この19日に開通する予定だった十津川道路があったおかげで、命がつながったと感じています。4.3kmの区間であるが、国土交通省が直轄で造ってくれました。これだけ雨が降ってもビクともしません。
24242424168

至 新宮市

至 五條市
平成
23年
9月
6日開通
4.3

km

××××

折立

小原十津川村役場 24242424168被災箇所
十津川道路

至新宮市
至五條市 被災箇所

地域高規格道路

至五條市

「
命
の
道
」
と
し
て
安
定
し
た
通
行
の
確
保

折立地内において地滑りが発生

現道
被災した一般国道168号

■南海トラフ巨大地震等の大規模災害への対応南海トラフ巨大地震等の大規模災害への対応南海トラフ巨大地震等の大規模災害への対応南海トラフ巨大地震等の大規模災害への対応

■紀伊半島における広域的な緊急輸送道路の確保紀伊半島における広域的な緊急輸送道路の確保紀伊半島における広域的な緊急輸送道路の確保紀伊半島における広域的な緊急輸送道路の確保



３３３３．．．．事業事業事業事業の必要性等に関する視点の必要性等に関する視点の必要性等に関する視点の必要性等に関する視点
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１時間２０分１時間２０分１時間２０分１時間２０分

迂回路迂回路迂回路迂回路

３時間１０分３時間１０分３時間１０分３時間１０分

十津川村役場

五條市役所

１）事業の整備効果

○紀伊半島大水害（紀伊半島大水害（紀伊半島大水害（紀伊半島大水害（平成２３年平成２３年平成２３年平成２３年）により）により）により）により一般国道一般国道一般国道一般国道１６８号が被災１６８号が被災１６８号が被災１６８号が被災

・６２日間にわたり一般車両通行規制

⇒一般国道４２５号、１６９号、３７０号を走行する大幅な迂回

・十津川村役場～五條市役所間

⇒通常:約１時間２０分 → 迂回：約３時間１０分

(約１時間５０分増加)

■土砂崩落等による通行規制の回避土砂崩落等による通行規制の回避土砂崩落等による通行規制の回避土砂崩落等による通行規制の回避

延べ日数 箇所数 延べ日数 箇所数 延べ日数 箇所数

H21 7 12 69 6 76 18

H22 6 15 0 0 6 15

H23 34 24 410 16 444 40

H24 6 10 1 3 7 13

H25 13 20 29 4 42 24

年度

雨量規制 土砂崩落等 合計

国道１６８号（県境～五條市）の通行規制状況（年間）※延べ日数=各規制箇所における規制時間の総和を日数に割り戻したもの

■十津川村～五條市間の緊急輸送道路の確保十津川村～五條市間の緊急輸送道路の確保十津川村～五條市間の緊急輸送道路の確保十津川村～五條市間の緊急輸送道路の確保



３３３３．．．．事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点
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出典：奈良県地域振興部

十津川温泉郷

玉置神社

１）事業の整備効果
○五條新宮道路の整備により、観光及び産業の活性化が

期待できる。

・林業が活性化し、林家数が増加

世界農林業センサス（農林水産省）より

※林家：林地の所有、借入などにより森林施業を行う権原を有する世帯（1ha以上）

十津川村の観光客数が増加（万人）
0

25

30

35

平成５年度 平成２１年度25万人 33万人
３２％増加３２％増加３２％増加３２％増加

平成１２年 平成２２年

（戸）
0

100

600

610

620

630

640

650

５％増加５％増加５％増加５％増加

610戸
641戸

・十津川村役場と五條市役所との移動時間H6年度⇒H25年度：約１５分短縮整備後 ：約２７分短縮※ 整備後：現在事業中箇所が完了した時点

観光動態調査報告書（奈良県）より



車両のすれ違いが困難車両のすれ違いが困難車両のすれ違いが困難車両のすれ違いが困難

（十津川村大字高津地内（十津川村大字高津地内（十津川村大字高津地内（十津川村大字高津地内））））

３３３３．．．．事業事業事業事業の必要性等に関する視点の必要性等に関する視点の必要性等に関する視点の必要性等に関する視点
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供用供用供用供用した区間した区間した区間した区間

（（（（十津川村大字高津地内十津川村大字高津地内十津川村大字高津地内十津川村大字高津地内））））

１）事業の整備効果（川津道路 供用済区間）

線形不良箇所線形不良箇所線形不良箇所線形不良箇所

（十津川村大字高津地内）（十津川村大字高津地内）（十津川村大字高津地内）（十津川村大字高津地内）

供用した区間供用した区間供用した区間供用した区間

（丸瀬トンネル）（丸瀬トンネル）（丸瀬トンネル）（丸瀬トンネル）

◆幅員狭小の解消（◆幅員狭小の解消（◆幅員狭小の解消（◆幅員狭小の解消（車両車両車両車両のすれ違いがのすれ違いがのすれ違いがのすれ違いが困難）困難）困難）困難）

◆線形不良の解消（見通しが悪く、危険◆線形不良の解消（見通しが悪く、危険◆線形不良の解消（見通しが悪く、危険◆線形不良の解消（見通しが悪く、危険な通行な通行な通行な通行状況）状況）状況）状況）



３３３３．．．．事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点
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２）事業の投資効果

■算出条件等基準年 ：平成２６年度検討期間 ：５０年間現在価値算出のための：４％社会的割引率交通量の推計時点 ：平成４２年度推計に用いた資料 ：平成１７年度道路交通ｾﾝｻｽ適用した費用便益分析：平成２０年１１月版マニュアル事業費 ：８２．２億円維持管理費 ：７９７千円/km作成主体 ：奈良県

■事業全体

総便益

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

129億円

総費用 1.5

86億円

■残事業

総便益

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

129億円

総費用 11.7

11億円

便益（Ｂ）

費用（Ｃ）

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益

108億円 20億円 1億円

事業費

85億円

維持管理費

0.5億円

便益（Ｂ）

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益

108億円 20億円 1億円

費用（Ｃ）

事業費 維持管理費

10億円 0.5億円※１ 便益・費用については、現在価値化した値である。※２ 残事業については、基準年の翌年度以降の残事業費及び翌年度以降の供用により発生する便益で算出している。



３３３３．．．．事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点

■地元の協力体制
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３）奈良県における計画等

■奈良県における事業の位置付け

○一般国道168号「五條新宮道路」・川津道路を以下の計画に位置づけている。

・奈良県道路整備基本計画（平成２６年６月）

川津道路を骨格幹線ネットワークに位置づけ、最重要課題として、その重点的な整備を推進

・奈良県紀伊半島大水害復旧・復興計画（平成２４年３月）

紀伊半島アンカールートの早期整備

国道１６８号五條新宮道路 川津道路の整備推進（平成２７年度 事業完了目標）

・奈良県南部振興計画（平成２３年３月）

紀伊半島アンカールートの早期整備

国道１６８号五條新宮道路 川津道路の整備推進（平成２７年度 事業完了目標）

○国道１６８号（五條・新宮間）整備促進協議会（平成３年２月設立）

・構成メンバー 四市四町三村

奈 良 県（五條市 十津川村 野迫川村） 一市二村

和歌山県（新宮市 田辺市 太地町 那智勝浦町 北山村） 二市二町一村

三 重 県（紀宝町 熊野市 御浜町） 一市二町



起
点
：
十
津
川
村
川
津

凡凡凡凡 例例例例供用済事業中（H27年度完了予定）
H27年度発注完了予定整備済

◇用地買収率（全体）・・・１００％ ◇事業進捗率（全体）・・・８６％ ※平成２６年１１月現在

４４４４．事業進捗の見込みの視点．事業進捗の見込みの視点．事業進捗の見込みの視点．事業進捗の見込みの視点

高津トンネル高津トンネル高津トンネル高津トンネル
L = 45.0m

河津大橋河津大橋河津大橋河津大橋
L = 270.9m

補強土壁工補強土壁工補強土壁工補強土壁工
L = 40.0m
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計画延長計画延長計画延長計画延長 Ｌ＝３，２００ｍＬ＝３，２００ｍＬ＝３，２００ｍＬ＝３，２００ｍ

供用済区間供用済区間供用済区間供用済区間

ＬＬＬＬ＝１，０００ｍ＝１，０００ｍ＝１，０００ｍ＝１，０００ｍ

事業中区間事業中区間事業中区間事業中区間

ＬＬＬＬ＝２，２００ｍ＝２，２００ｍ＝２，２００ｍ＝２，２００ｍ

L = 1,100m

終
点
：
十

津
川
村
上
野
地 補強土壁工補強土壁工補強土壁工補強土壁工軽量盛土工軽量盛土工軽量盛土工軽量盛土工

L = 417.1m国王神社

�平成２６年度以降はトンネル工事、補強土壁工事、軽量盛土工事を予定

�平成２７年度の事業完了を目指す。

国王トンネル国王トンネル国王トンネル国王トンネル
L = 367.0m



５５５５．コスト縮減の視点．コスト縮減の視点．コスト縮減の視点．コスト縮減の視点
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耐候性鋼材
LED照明

※NETS 新技術情報提供システムより抜粋

� 鋼橋上部工に耐候性鋼材や、トンネル照明設備にＬＥＤを採用するなど、より一層コスト縮減に

努めながら、引き続き事業を推進

◆コスト縮減に配慮した施工◆コスト縮減に配慮した施工◆コスト縮減に配慮した施工◆コスト縮減に配慮した施工



６６６６．対応方針（案）．対応方針（案）．対応方針（案）．対応方針（案）

16

１．事業の必要性等に関する視点

� 南海トラフ巨大地震等の広域的な大規模災害に対応が可能となる。

� 五條新宮道路の整備により、観光及び産業の活性化が期待される。

� 幅員狭小や線形不良が解消される。

� 費用便益費（B/C）は事業全体で１．５、残事業で１１．７。

２．事業進捗の見込みの視点

� これまでに、丸瀬トンネル、高津小橋を供用。

� 現在、残る区間のトンネル工事、補強土壁工事、軽量盛土工事を推進中。

� 引き続き事業を推進し、平成２７年度の事業完了を目指す。

川津道路は、事業の必要性等に関する視点、事業の進捗の見込みの視点から

継続が妥当と判断できる。

引き続き事業を推進し、平成２７年度の事業完了を目指すことが適切である。

事 業 継 続


